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日本付近ではプレートの沈み込み過程に伴う現象として，スロースリップイベント（以下，SSE），

超低周波地震，低周波微動といった，スロー地震の発生が報告されている 1, 2, 3, 4)．以下では，十勝

沖から南西諸島にかけての各領域でのスロー地震の活動状況について，防災科学技術研究所による

モニタリング結果に他機関の結果を併せ，報告する． 

十勝沖では超低周波地震の活動が 2003 年十勝沖地震の後に活発化していたが，徐々に低調になっ

てきている 5)．この傾向は，2011 年東北地方太平洋沖地震（以下，東北沖地震）の後も継続してお

り，東北沖地震に伴う顕著な変化はみられていない． 

東北地方太平洋沖については，近年，超低周波地震の発生が，東北沖地震の大すべり域付近およ

び，岩手沖や福島・茨城沖の領域で報告されている 6)．第１図に示すように，岩手沖や福島・茨城

沖の活動は，東北沖地震後に活発化し，その後徐々に低調になりながらも活動が検出されている．

一方で，大すべり域付近の活動は地震後には検出されておらず，静穏化の可能性が示唆される．加

えて，近年海底水圧計や海底地震計を用いた研究からは，東北沖地震前に SSE や低周波微動が発生

していたことも報告されている 7, 8)． 

房総半島沖では，SSE の繰り返し発生が報告されている．この SSE は地震活動を伴い，1980 年代

以降について活動状況が明らかにされている 9, 10)（第２図）．加えて，東北沖地震の直後には小規模

な SSE が発生したことが，相似地震の解析から指摘されている 11)．その後も，2011 年 10～11 月お

よび 2013 年 12 月～2014 年 1 月に，SSE の発生が報告されており，後者は小規模なものであったこ

とが地殻変動データの解析から推定されている 12, 13)．これらの活動間隔は東北沖地震前に比べて短

くなっている． 

南海トラフにおいては，深部低周波微動が繰り返し活発化し，それに伴う短期的 SSE や深部超低

周波地震の発生が検出されているが 14)，これらの活動について，東北沖地震前後で顕著な変化はみ

られない．また，これらのスロー地震活動よりも沈み込むプレートの浅い側では長期的 SSE が発生

しており 15, 16)，東北沖地震後は東海地方 17, 18)，紀伊水道付近 14)，豊後水道付近 19, 20)でそれぞれ小

規模なものが報告されている．長期的SSEの発生間隔は未だ明らかでないか長いものが多く，また，

３地域のいずれも前回のイベントからある程度の時間が経過しているため，現状として顕著な活動

の変化としては確認できない．海溝軸付近にみられる浅部超低周波地震の活動についても，東北沖

地震の前後で顕著な変化はみられていない 5, 21)．  

日向灘から南西諸島にかけての領域では，超低周波地震および SSE の発生が報告されている 22, 23, 

24)．これらの活動についても，東北沖地震の前後で顕著な変化はみられていない． 

以上のように，日本周辺の沈み込み領域で発生するスロー地震に関し，東北地方太平洋沖と房総

沖に地域については東北沖地震前後で活動の変化がみられた一方，その他の地域では地震前後の顕

著な変化はみられていない． ただし，とくに長期的 SSE や活動度の低い領域の浅部超低周波地震

のように活動間隔が未だ明確でない，あるいは間隔が長くそのばらつきの大きい活動に関して，微
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少な変化を評価するためには，より長期間の観測データを用いて解析し，検討していく必要がある． 
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第１図 東北地方太平洋沖で発生した超低周波地震の，クラスター毎の積算個数変化．Matsuzawa et 
al. (2015) 6)の結果に，2014 年～2015 年 10 月の暫定解析結果を加えたものを示す．橙線，

青線，赤線はそれぞれ岩手沖，大すべり域付近，福島・茨城沖のクラスターでの活動に対

応する．図内の地図には，超低周波地震の震央を星印で示し，Suzuki et al. (2011) 25)による

2011 年東北地方太平洋沖地震のすべり量分布を色で示した． 
Fig. 1 Cumulative number of very low frequency earthquakes in each off-Tohoku cluster. Orange, blue and 

red lines show the numbers in the northern, central, and southern off-Tohoku clusters, respectively. 
Our preliminary result from 2014 to October 2015 is added to the result of Matsuzawa et al. (2015) 6). 
The inset figure shows the epicenters of the very low frequency earthquakes and seismic slip of the 
2011 Tohoku earthquake25)..  
The central off-Tohoku cluster is located around the large slip area of the 2011 Tohoku earthquake  
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第２図 (a) 1980 年～2015 年 9 月までの房総沖の地震活動の MT 図．SSE の発生が推定される期間

（2011 年 3 月の SSE を除く）に発生した房総沖の地震分布を，SSE 毎に色付きの丸印で示

した．また，灰丸はその他の期間の地震を示す．(b) (a)に示した地震の震央分布．色は(a)
で示した SSE にそれぞれ対応する．(a)，(b)ともに，2001 年までは関東・東海地震観測網

による震源，2002 年以降は防災科研 Hi-net による震源データを用い，深さ 28km 以浅の

M1 以上のイベントを表示した．震源情報の推定には，防災科研に加え，気象庁および東

京大学のデータを利用した． 
Fig. 2 (a) MT diagram of seismicity in the region of off Boso from 1980 to September 2015. Seismicity 

during slow slip events, except for the event just after the 2011 Tohoku earthquake, is indicated by 
colored circles. Gray circles show the seismicity in the other period. (b) Epicenters of the seismicity 
shown in (a). Each color corresponds to the slow slip events shown in (a). In (a) and (b), we selected 
earthquakes which are larger than M1 and shallower than 28 km. We used an earthquake catalog of 
the Kanto-Tokai observation network for crustal observation before 2002, and a Hi-net, NIED 
catalog is used after 2002. Hypocenter information is estimated using the data of NIED, JMA, and 
the University of Tokyo. 
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